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第１回 千葉県安全性向上プロジェクト委員会 議事要旨 

 

■開催日：平成１７年１１月２１日（月）  

■時 間：１２：３０～１３：３０     

■場 所：千葉市内 ぱ・る・るプラザ千葉 ６階「欅1」会議室 

■出席者：次頁「委員会名簿」参照 

■議 題： 

① 委員会規約について 

② 委員会の進め方について 

③ 交通安全・対策箇所選定について 

④ 今後のスケジュール 

⑤ その他 

 

【議事要旨】 

○国土交通省千葉国道事務所有田所長より開会挨拶 

○赤羽委員長より挨拶 

○議事 

1)委員会規約について 

満場一致で了承された。 

2)委員会の進め方について 

委 員 抽出の対策箇所候補と県警が公開しているワースト50との整合は図られているか。ホ

ームぺージで公開している対策箇所と違う箇所を選定すると、一般の方の混乱を招く

のではないか。 

事務局 Ｈ12年～Ｈ15年の死傷事故件数や死傷事故率などの指標から対策箇所を選定していま

す。最終的な対策箇所については、本委員会にて議論をして頂き選定をする考えです。

委員長 対策箇所の選定方法について説明の仕方に工夫が必要である。地元の受け入れ態勢な

ども対策の実施に当たっては、大事な指標の一である。 

委 員 交通安全施策の「事故危険箇所」との関係はどうなっているのか。今回の対策箇所候

補は何を基準として抽出しているのか。予算が削減される中、フォローアップ（対策）

で耐えられない。 

委 員 フォローアップ（対策）の実施は、どのぐらいの期間で考えているのか。 

委員長 対策は、5年は長いため、1～2年の短い期間のものでなくてはならない。 

委 員 抜本的な対策で用地買収などが生じる場合は、５年程度かかると思われる。 

  

  

事務局 対策は現診断等で区画線等の短期的な改良の必要があれば適宜行う考えです。用地買

収を伴う大規模な改良が必要な箇所においては、中長期的な対策が必要となります。

委員長 どの程度の施工期間や施工費が必要となるかを指標に加えてはどうか。 

 

3)交通安全・対策箇所選定について 

委 員 千葉県・千葉市の管理道路を対象としたエリアという指標は必要なのか。 

事務局 今回の候補箇所選定は、千葉県全域での抽出を考え、市町村についてもエリアを設定

し抽出を行っています。 

委 員 県南が少ないのは確かであるが、同じ比重で議論して良いのか。 

委 員 対策箇所を各指標で10箇所づつとするのは難しいのではないか。本当に重要な箇所だ

けで良いのではないか。 

事務局 選定箇所の30箇所については、様々な議論があると考えています。予算等との関係も

あるので、これらを勘案して選定していきたいと考えています。 

委員長 今回の資料では、専門家の方々でも理解がし難いところがあるため、一般の方々にと

っては更に分かりにくいと思われる。施工期間や概算工費などの指標・基準を加えて

提示し、具体的な説明を行った方が良い。 

事務局 現段階の抽出では、予算等は加味していません。 

委員長 選定箇所が実際に施工可能な箇所であるためにも予算の指標は必要あると思われる。

事務局 具体的な対策案は、第３回委員会で工費や工期を含めて、提示する予定です。 

委員長 それでは今回の選定箇所は検討結果の最終的なものではなく、第３回委員会時に対策

案を含めて最終選定を行うということで良いか。 

事務局 そうです。 

委員長 基本は、事故データとどのような関係になっているかであるため、これを整理した方

が良い。 

 

4)今後のスケジュール 

事務局 今後の予定として、第２回委員会を１２月１６日頃に開催する予定です。 

今回の委員会と同様に午前中に移動性向上委員会、午後に安全性向上委員会としま

す。これについては、今回の委員会案内と同様に、後日郵送で連絡する予定です。 

 



 

委員会全体フロー 
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○第１回委員会では、交通安全対策箇所候補の提示を行いました。 

※本日委員会 
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委員会で使用している用語について 

死傷事故率 ○一定区間を走行した場合に事故に遭う確率を示したもので (死傷事故件数/自動車走

行台キロ)で表されます。 

○死傷事故の状況を比較検討するために用いられる基本的な指標であるため、本委員会

でも交通安全対策箇所候補の抽出において使用しています。 

○検討対象年は平成12年～平成15年の4ヵ年であり、千葉県の死傷事故率平均（Ｈ12～Ｈ

15年事故対象（8件／4年を対象）、県道以上）は、単路部が約47件/億台キロ、交差点

部が約70件/億台キロです。 

○平成16年の千葉県死傷事故率は約136件／億台キロであり、平成19年度末に全国的に 

死傷事故率を10％削減することが目標となっています。 

死亡者率 ○一定区間を走行した場合に事故に遭い死亡する人の確率を示したもので (死亡者数/

自動車走行台キロ)で表されます。 

センサス区間死亡

者率 

○道路交通センサス調査区間を単位とした死亡者率(死亡者数/自動車走行台キロ)です。

注)道路交通センサス（正式名称は「全国道路交通情勢調査」）は、全国の道路状況、

交通量、旅行速度、自動車の起終点、運行目的を調査して、全国の道路と道路交通

の実態を把握することにより、道路計画・管理に活用し、各種の道路政策を策定す

る上での基礎資料とするものです。（本年調査が実施されています。） 

交通事故多発交差

点ワースト５０ 

○事故が発生している信号交差点について、発生件数上位５０箇所を表したものです。

（千葉県警察本部ＨＰ参照） 

事故危険箇所 ○死傷事故率が高く、又は死傷事故が集中して発生している箇所のことです。 

具体的な抽出基準⇒10年に１度以上の確率で死亡事故が発生するおそれの高い箇所、

幹線道路の平均事故率の5倍以上の事故率で事故が発生する箇所 等 

事故危険箇所ｱﾝｹｰﾄ

「地元の声」 

○国管理道路沿線の自治体、千葉県内のバス事業者、郵便局（千葉市中央郵便局）に対

し、国管理道路の危険箇所をアンケート調査したものです。 

あんしん歩行エリ

ア 

○交通死傷事故の発生割合が高い住居系地区等において面的・総合的な対策を実施し、

歩行者、自転車利用者の安全な通行を確保する施策を実施していくエリアです。 

○千葉県内では、34箇所のエリアが指定されています。 

市町村エリア ○千葉県の事故の特徴、地域特性を考慮し、①人口1千人当り死傷事故件数、②人口

1千人当り65歳以上死傷者数、③人口1千人当り休日死傷事故件数の３指標により

対策市町村エリア「トップ１０市町村」を抽出し、事故危険箇所、死傷事故件数、

死傷事故率から対策箇所候補を選定しています。 

○また、エリア（面的）の対策としてバイパス整備なども必要となります。 

対策に要する期間 ○短期は、概ね1～2年で実施する対策であり、長期は、短期以外の対策です。 

対策メニュー ○交通管理、道路管理の観点から交通事故の削減に向けた対策工種を提案します。 

○1)短期対策メニューとして路面標示の改良、標識設置、停止線・交差点形状の変更（横

断歩道の前出し）、車線数の増加、信号機の設置・改良等。            

2)長期対策メニューとして用地買収の伴う交差点形状の変更、車線数の増加（拡幅）、

バイパス整備等があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事故危険箇所の抽出イメージ】 

区間ごとの死傷事故率 

【事故危険箇所対策のイメージ】 


